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20　1編1章　生物の多様性と共通性

身のまわりの原
げん

核
かく

生物や真
しん

核
かく

生物を観察し，これらが細
さい

胞
ぼう

でできていることを確認する。

イシクラゲ（校庭や校舎のベランダで採取する。シアノバクテリアのなかまでネンジュモの

一種），プレーンヨーグルト，納
なっ

豆
とう

，タマネギ，カミソリの刃
は

，酢
さく

酸
さん

オルセイン，検
けん

鏡
きょう

器
き

具
ぐ

（光
こう

学
がく

顕
けん

微
び

鏡
きょう

，スライドガラス，カバーガラス，ピンセット，柄
え

付き針，スポイトなど）

❶プレパラートをつくる。
・ イシクラゲ：水に浸

ひた

して数分間放置した後，ピンセットなどで少量取り，スライドガラス

に載
の

せて軽くほぐした後，カバーガラスをかけてプレパラートをつくる。

・ 納豆：50mL程度の容器に熱湯を25mL程度入れ，ふたをして冷ました後，納豆を数粒
入れ，室温で数日間培

ばい

養
よう

する。培養液をスライドガラスに1滴
てき

滴
てき

下
か

し，カバーガラスをか

けてプレパラートをつくる。

・ プレーンヨーグルト：少量の上
うわ

澄
ず

みの液体をスライドガラスに載せてプレパラートをつくる。

・ タマネギの表皮細胞：下の写真のようにして表皮を採取し，プレパラートをつくる。
❷真核細胞の核を観察したい場合は，酢酸オルセインで染色する。
❸それぞれのプレパラートを検鏡し，細胞の形や核の有無などを観察する。また，ミクロメー
ターを用いて，細胞の大きさを測定する。

　　　　　

 目的

 準備
5

 方法

10

15

鱗片葉の内側の表皮に，カミソリで
切れ目をつける。5mm四方の正方
形にするとよい。

切れ目を入れた表皮片を，ピンセッ
トではぎ取り，スライドガラスに載
せる。

▲校庭に生育するイシクラゲ

●刃物などで手を切
　らないようにする。

イシクラゲ

 結果 20

▲タマネギの表皮細胞

100µm

▲乳酸菌（プレーンヨーグルト）

100µm

▲イシクラゲ（ネンジュモの一種）

100µm

1 原核生物と真核生物の観察
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